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は
じ
め
に

楊
雄
（
前
五
三
〜
後
一
八
年
）
は
、
成
帝
朝
の
宮
廷
作
家
と
し
て
「
甘
泉
賦
」
な
ど

の
大
賦
を
制
作
し
た
後
、
宮
廷
に
お
け
る
辭
賦
の
制
作
を
放
擲
し
、『
太
玄
』『
法
言
』

と
い
っ
た
思
想
書
を
著
し
た①
。
ま
た
、『
訓
纂
』『
揚
雄
蒼
頡
訓
纂
』『
方
言
』
を
編
纂

し
た
小
學
家
で
も
あ
っ
た②
。『
太
玄
』
は
、『
漢
書
』
揚
雄
傳
贊
に
「
以
爲
へ
ら
く
經

は
『
易
』
よ
り
大
な
る
は
莫
し
、故
に
『
太
玄
』
を
作
る
。
…
…
其
の
本
を
斟
酌
し
、

相
ひ
與
に
放
依
し
て
馳
騁
す
（
以
爲
經
莫
大
於
『
易
』、
故
作
『
太
玄
』。
…
…
斟
酌
其
本
、

相
與
放
依
而
馳
騁
云
）」
と
あ
り
、
班
固
は
『
易
』
を
模
倣
し
て
作
っ
た
書
物
と
す
る

が
、
楊
雄
の
自
序
に
基
づ
く
『
同
』
揚
雄
傳
に
、
楊
雄
自
身
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

大
い
に
潭ふ

か

く
渾
天
を
思
ひ
、
參

し
て
之
を
四
分
し
、
八
十
一
に
極
む
。
旁か

た
はら

に
則

ち
三

九
据
し
、
之
を
七
百
二
十
九
贊
に
極
む
る
も
、
亦
た
自
然
の
道
な
り
。
故
に

『
易
』
を
觀
る
者
は
、
其
の
卦
を
見
て
之
を
名
づ
け
、『
玄
』
を
觀
る
者
は
、
其
の
畫

を
數
へ
て
之
を
定
む
。『
玄
』
の
首
の
四
重
は
、
卦
に
非
ず
、
數
な
り
。
其
の
用
は
天

元
よ
り
一
晝
一
夜
、
陰
陽
數
度
、
律
曆
の
紀
を
推
し
、
九
九
大
運
、
天
と
と
も
に
終

始
す
。
故
に
『
玄
』
は
三
方
・
九
州
・
二
十
七
部
・
八
十
一
家
・
二
百
四
十
三
表
・

七
百
二
十
九
贊
あ
り
、
分
か
ち
て
三
卷
と
爲
し
、
一
二
三
と
曰
ひ
、
泰
初
歷
と
相
ひ

應
じ
、
亦
た
顓
頊
の
曆
有
り
。
之
を
𢶅か

ぞ

ふ
る
に
三
策
を
以
て
し
、
之
を
關あ

づ
かる

に
休
咎

を
以
て
し
、
之
を
絣ま

じ

ふ
る
に
象
類
を
以
て
し
、
之
を
播ほ

ど
こす

に
人
事
を
以
て
し
、
之
を

文か
ざ

る
に
五
行
を
以
て
し
、
之
を
擬な

ぞ
らふ

る
に
道
德
仁
義
禮
知
を
以
て
す
。
主
無
く
名
無

く
、
要
は
五
經
に
合
ひ
、
苟
し
く
も
其
の
事
に
非
ざ
れ
ば
、
文
は
虛
し
く
生
ぜ
ず③
。

（
傍
線
は
筆
者
に
據
る
）

こ
の
文
に
あ
っ
て
楊
雄
は
『
太
玄
』
に
つ
い
て
、「
渾
天
」
に
思
い
を
致
し
、「
陰

陽
」「
律
曆
」
を
推
し
は
か
り
、「
泰
初
歷
」「
顓
頊
の
曆
」
と
對
應
し
、「
五
行
」
を

用
い
て
か
ざ
っ
た
と
言
う
か
ら
、『
太
玄
』
が
據
っ
た
の
は
『
易
』
だ
け
で
は
な
く
、

天
文
・
陰
陽
・
律
曆
・
五
行
の
知
識
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
天
文
・
五
行
・

律
曆
（
曆

）
は
『
漢
書
』
藝
文
志
の
分
類
で
は
、い
ず
れ
も
數
術
略
に
お
か
れ
た
分

野
で
あ
る
。
陰
陽
は
諸
子
略
に
一
家
を
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
數
術
略
・
五
行
家
に

も
「
泰
一
陰
陽
」「
黃
帝
陰
陽
」「
太
元
陰
陽
」「
陰
陽
五
行
時
令
」
と
い
っ
た
書
名
が

見
え
、諸
子
略
と
數
術
略
に
關
係
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る④
。
ま
た
『
周
易
』

は
、
六
藝
略
・
易
家
の
ほ
か
に
數
術
略
・
蓍
龜
家
に
「
周
易
」「
周
易
明
堂
」「
周
易

隨
曲
射
匿
」
が
收
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
太
玄
』
は
、『
周
易
』
を
模
倣
し

た
だ
け
で
は
な
く
、
易
學
も
含
め
た
數
術
・
術
數
の
知
識
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
、

集
大
成
し
た
著
作
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
太
玄
』
は
易
學
史
の
中
で
論
じ
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
た
め
、『
易
』
と
『
太
玄
』
は
し
ば
し
ば
比
較
さ
れ
る
が
、『
太
玄
』
に
見

ら
れ
る
數
術
・
術
數
學
の
あ
り
さ
ま
や
、
楊
雄
と
術
數
學
の
關
係
に
つ
い
て
は
必
ず

し
も
十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る⑤
。
そ
こ
で
楊
雄
は
術
數
學
を

楊
雄
の
術
數
學
と
『
太
玄
』

嘉　

瀨　

逹　

男
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ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
、『
太
玄
』
に
こ
れ
ら
の
術
數
學
は
ど
の
よ
う
に
導

入
さ
れ
た
の
か
、
更
に
は
『
易
』
を
模
倣
し
て
作
っ
た
と
い
う
評
價
が
妥
當
な
の
か

否
か
檢
討
し
て
み
た
い⑥
。

な
お
、
既
に
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
術
數
學
と
い
う
範
疇
は
い

さ
さ
か
曖
昧
で
あ
る⑦
。
い
ま
は
楊
雄
の
術
數
學
な
い
し
數
術
學
分
野
へ
の
理
解
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
優
先
し
、
天
文
・
曆
學
・
聲
律
・
陰
陽
・
五
行
・
易
學
の
分
野

を
中
心
に
檢
討
を
行
な
う
こ
と
と
し
、
小
論
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
を
總
稱
し
て
術
數

學
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
各
分
野
の
内
容
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』
藝
文
志
・

數
術
略
や
『
隋
書
』
經
籍
志
・
子
部
の
著
錄
を
參
照
し
、
各
分
野
の
相
互
關
係
や
周

緣
領
域
と
の
關
連
に
も
十
分
に
目
を
配
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
楊
雄
と
天
文

天
文
と
い
っ
て
も
範
圍
は
廣
い
が
、
漢
志
・
數
術
略
・
天
文
は
、
星
占
な
ど
の
占

書
を
中
心
に
著
錄
す
る⑧
。
そ
こ
で
ま
ず
楊
雄
の
星
占
に
對
す
る
考
え
を
調
べ
て
み
る

と
、『
法
言
』
五
百
篇
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

或
ひ
と
問
ふ
「
聖
人
は
天
を
占
ふ
か
」
と
。
曰
く
「
天
地
を
占
ふ
」
と
。「
此
く
の
ご

と
く
ん
ば
、則
ち
史
や
何
を
か
異
な
れ
る
」
と
。
曰
く
「
史
は
天
を
以
て
人
を
占
ひ
、

聖
人
は
人
を
以
て
天
を
占
ふ
」
と
。
或
ひ
と
問
ふ
「
星
に
甘
・
石
有
り
、
何
如
」
と
。

曰
く
「
德
に
在
り
星
に
在
ら
ず
。
德
隆さ

か

ん
な
れ
ば
則
ち
星
に

か
げ

し
、
星
隆
ん
な
れ
ば

則
ち
德
に

す
」
と⑨
。

こ
こ
で
、
聖
人
は
「
天
地
を
占
」
い
、「
人
を
以
て
天
を
占
ふ
」
も
の
で
あ
り
、「
史

は
天
を
以
て
人
を
占
」
う
も
の
と
、
聖
人
と
史
が
峻
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
（
聖

人
は
）
人
事
に
よ
っ
て
天
意
を
探
り
、（
史
は
）
天
文
に
よ
っ
て
人
事
を
明
ら
か
に
す

る
と
い
う
通
り
、
天
人
相
關
說
に
基
づ
い
て
い
る
。「
甘
・
石
」
は
、
漢
志
・
數
術
略

序
に
「
楚
に
甘
公
有
り
、
魏
に
石
申
夫
有
り
」
と
記
さ
れ
る
、
天
文
・
星
占
に
長
じ

た
術
數
家
の
こ
と
で
あ
る
。『
法
言
』
は
「
星
」
よ
り
も
「
德
」
の
方
が
重
要
で
あ
る

と
し
て
、
星
占
よ
り
も
德
を
高
め
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
他
に
楊
雄
の

星
占
に
關
す
る
記
述
は
見
當
た
ら
な
い
か
ら
、
楊
雄
は
當
時
盛
行
し
た
星
占
に
對
し

て
批
判
的
な
立
場
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
星
宿
に
對
す
る
楊
雄
の
考
え
を
探
っ
て
み
る
。
楊
雄
は
そ
の
辭
賦
作
品
の
中

に
し
ば
し
ば
星
名
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
招
搖
（
北
斗
の
端
の
星
）」「
泰

陰
（
木
星
の
前
に
あ
る
二
星
）、「

槍
（
彗
星
）」「
熒
惑
（
火
星
）」「
天
弧
（
星
名
）」
と

い
っ
た
星
名
が
「
甘
泉
賦
」
と
「
校
獵
賦
」
に
見
え
、
い
ず
れ
も
天
子
の
大
い
な
る

行
動
を
描
寫
す
る
た
め
の
語
彙
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る⑩
。こ
の
ほ
か
初
期
の
作「
蜀

都
賦
」
に
は
「
上
稽
乾
度
、
則
井
絡
儲
精
、
下
按
地
紀
、
則
巛
宮
奠
位
（
傍
線
は
筆

者
）」
と
あ
り
、
そ
の
意
は
「
上
方 

天
を
仰
ぎ
測
れ
ば
、
蜀
を
示
す
星
座
（
井
宿
・
絡

宿
）
は
精
氣
を
た
く
わ
え
て
お
り
、
下
方 

地
を
眺
め
治
め
れ
ば
、
宮
殿
は
西
南
に
と

こ
ろ
を
得
て
い
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
分
野
說
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
蜀
を
井
宿
・
絡
宿
に
當
て
る
分
野
說
は
、『
華
陽
國
志
』
卷

三
引
く
『
河
圖
括
地
象
』
の
「
岷
山
の
精
、
上
り
て
井
絡
と
爲
り
、
帝
は
以
て
昌さ

か

ん

な
る
を
會あ

つ

め
、
神
は
以
て
福
を
建
つ
（
岷
山
之
精
、
上
爲
井
絡
、
帝
以
會
昌
、
神
以
建
福
）」

と
い
う
緯
書
の
說
と
一
致
し
て
い
る⑪
。

『
太
玄
』に
つ
い
て
言
え
ば
、星
宿
に
關
す
る
記
述
は
贊
辭
に
見
え
る
ほ
か⑫
、二
十
八

宿
が
七
百
三
十
一
贊
辭
に
配
當
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
配
當
は
數
篇
に
「
求
星
、
從
牽

牛
始
、除
筭
盡
則
是
其
日
也
。（
星
宿
は
（
中
首
に
）
牽
牛
星
（
一
度
）
よ
り
配
當
を
始
め
、

（
一
日
に
一
度
を
運
り
、）
星
度
を
除
き
盡
く
せ
ば
そ
の
日
の
あ
る
と
こ
ろ
が
何
度
か
分
か

る
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
宋
・
王
薦
「
太
玄
擬
卦
日
星
節
候
圖
」（
陳
本
禮

『
太
玄
闡
祕
』
所
收
）
は
こ
の
文
に
從
い
、
牽
牛
よ
り
順
に
二
十
八
宿
の
一
度
を
、
中

首
以
下
の
各
一
贊
に
配
當
し
て
い
る⑬
。
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以
上
の
ほ
か
に
天
文
分
野
で
楊
雄
が
し
ば
し
ば
問
題
と
し
た
の
は
、
隋
志
・
子
部
・

天
文
に
收
め
ら
れ
る
「
周
髀
」「
靈
憲
」「
渾
天
儀
」
の
よ
う
な
、
宇
宙
の
構
造
を
論

じ
る
分
野
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
獻
が
代
表
す
る
よ
う
に
、
前
漢
末
の
宇
宙
構
造
論

と
言
え
ば
蓋
天
說
（
周
髀
說
）
と
渾
天
說
の
對
立
が
あ
り
、楊
雄
は
ま
さ
に
そ
の
渦
中

に
あ
っ
た
。『
桓
譚
新
論
』
に
は
、
蓋
天
說
を
奉
じ
て
い
た
楊
雄
が
、
桓
譚
よ
り
批
判

を
受
け
、
渾
天
說
を
支
持
す
る
に
至
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
批
判
の
一

つ
は
、
春
分
・
秋
分
の
時
、
晝
夜
の
時
閒
の
長
さ
が
同
じ
で
あ
る
に
も
關
わ
ら
ず
、

蓋
天
說
で
は
太
陽
の
圓
軌
道
が
北
斗
の
北
側
と
南
側
の
長
さ
が
一
致
し
な
い
こ
と

（
春
秋
分
時
、
日
出
入
乃
在
斗
南
。
如
蓋
轉
、
則
北
道
近
、
南
道
遠
）、
も
う
一
つ
は
蓋
天
說

の
通
り
に
太
陽
が
西
に
進
む
の
な
ら
、
日
光
は
東
に
動
く
だ
け
で
光
が
消
え
る
こ
と

は
な
い
が
、
渾
天
だ
か
ら
日
光
が
消
え
去
る
（
天
卽
蓋
轉
而
日
西
行
、
其
光
影
當
照
此

下
而
稍
東
耳
、
無
乃
是
反
應
渾
天
家
法
焉
）、
と
い
う
も
の
で
あ
る⑭
。
反
論
で
き
な
か
っ

た
楊
雄
は
蓋
天
說
か
ら
渾
天
說
へ
と
變
節
し
た
の
だ
が
、
晚
年
の
著
書
『
法
言
』
で

渾
天
說
に
つ
い
て
、「
落
下

之
を
營
み
、
鮮
于
妄
人
之
を
度
り
、
耿
中
丞
之
を
象

る
。
幾ち

か

き
か
な
、
幾
き
か
な
、
之
に
能
く
違
ふ
莫
し
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る⑮
。
落
下

・
鮮
于
妄
人
・
耿
中
丞
ら
が
渾
天
說
・
渾
天
儀
を
作
っ
た
こ
と
を
言
う
、
最
古
の

記
述
で
あ
る
。
星
占
を
主
と
し
た
『
漢
書
』
藝
文
志
・
天
文
家
か
ら
、
宇
宙
構
造
論

が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
『
隋
書
』
經
籍
志
・
天
文
家
へ
と
、
中
國
古
代
天
文

學
が
變

し
て
い
く
中
で
楊
雄
は
、
桓
譚
よ
り
批
判
を
受
け
て
は
い
る
も
の
の
、
當

時
と
し
て
は
先
進
的
な
天
文
學
の
知
識
を
有
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の

ほ
か
に
『
隋
書
』
天
文
志
に
楊
雄
作
と
し
て
收
め
ら
れ
る
「
難
蓋
天
八
事
」
も
、
蓋

天
說
を
舌
鋒
鋭
く
批
判
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る⑯
。

そ
こ
で
『
太
玄
』
は
渾
天
說
に
據
る
の
か
、
あ
る
い
は
楊
雄
變
節
前
の
蓋
天
說
で

あ
っ
た
の
か
を
調
べ
て
み
る
と
、
以
下
の
記
述
が
見
つ
か
る
。

〔
瑩
篇
〕
天
圜
地
方
、
極
植
中
央
（
天
圜
地
方
、
極
は
中
央
に
植た

つ
）。

〔
圖
篇
〕
天
道
成
規
、
地
道
成
矩
。
規
動
周
營
、
矩
靜
安
物
（
天
道
は
規
を
成
し
、
地
道

は
矩
を
成
す
。
規
は
動
き
て
周
り
營
み
、
矩
は
靜
に
し
て
物
を
安
ん
ず
）。

〔
攡
篇
〕
日
之
南
也
、
右
行
而
左
還
、
斗
之
南
也
、
左
行
而
右
還
（
日
の
南
す
る
や
、
右

行
し
て
左
還
し
、
斗
の
南
す
る
や
、
左
行
し
て
右
還
す
）。

「
天
圜
（
圓
）
地
方
」
は
、『
呂
氏
春
秋
』（
季
春
・
圜
道
）
ほ
か
諸
書
に
見
ら
れ
る
、
中

國
古
代
に
お
い
て
廣
く
認
め
ら
れ
た
天
地
觀
で
あ
り
、
天
は
圓
規
を
成
し
て
動
き
、

地
は
矩
形
を
成
し
て
靜
、
さ
ら
に
日
は
右
行
し
て
左
還
（
旋
）
す
る
と
言
う
も
の
で

あ
る
。
右
に
擧
げ
た
『
太
玄
』
の
記
述
を
ま
と
め
る
と
、『
晉
書
』
天
文
志
上
に
周
髀

家
す
な
わ
ち
蓋
天
說
と
し
て
引
か
れ
る
、「
天
の
員
（
圓
）
な
る
こ
と
張
蓋
の
ご
と
く
、

地
の
方
な
る
こ
と
棋
局
の
ご
と
し
。
天
の
旁
轉
す
る
こ
と
推
磨
の
ご
と
く
し
て
左
行

し
、
日
月
は
右
行
し
、
天
に
隨
ひ
て
左
轉
す
（
天
員
如
張
蓋
、
地
方
如
棋
局
。
天
旁
轉
如

推
磨
而
左
行
、
日
月
右
行
、
隨
天
左
轉
）」
と
い
う
文
と
完
全
に
符
合
す
る
。
つ
ま
り
、

『
太
玄
』
は
蓋
天
說
に
據
っ
て
い
る
の
で
あ
る⑰
。
た
だ
し
『
太
玄
』
に
お
い
て
、蓋
天

說
か
渾
天
說
か
と
い
う
天
論
の
違
い
が
影
響
す
る
部
分
は
そ
れ
ほ
ど
無
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

天
文
の
各
分
野
に
つ
い
て
楊
雄
は
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
が
、
天
そ
の
も
の

に
つ
い
て
は
『
法
言
』
寡
見
に
「
天
を
說
く
者
『
易
』
よ
り
辯
な
る
は
莫
し
（
說
天
者

莫
辯
乎
『
易
』）」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
は
『
太
玄
』
が
『
易
』
を
象
っ
た
理
由
の

一
端
を
示
す
も
の
と
理
解
で
き
る
。

二
、
楊
雄
と
曆
學

天
文
の
成
果
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
る
の
が
曆
で
あ
り
、『
太
玄
』
に
お
い
て
は
聲
律

も
、
曆
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
曆
は
『
太
玄
』
の
構
造
を
支
え
る
重
要

な
要
素
で
あ
る
か
ら
、
次
に
楊
雄
と
曆
學
の
關
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
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『
太
玄
』
は
、
九
贊
の
總
計
七
百
二
十
九
贊
に

贊
と

贊
を
加
え
用
い
る
こ
と

で
、一
年
の
晝
夜
に
對
應
さ
せ
、曆
と
の
融
合
を
は
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
七
百
二
十
九

贊
と

贊
・
贊
の
七
百
三
十
一
贊
を
三
百
六
十
五
・
二
五
日
の
晝
夜
に
當
て
る
と
、

〇
・
二
五
日
分
の
端
數
が
生
じ
、
晝
夜
の
時
閒
に
過
不
足
が
出
る
。
そ
こ
で

七
百
二
十
九
贊
と

贊
の
計
七
三
〇
贊
を
三
六
五
日
の
晝
夜
に
當
て
る
年
と
、

七
百
二
十
九
贊
に

贊
と

贊
を
加
え
た
計
七
三
一
贊
を
三
六
五
・
五
日
に
當
て
る

年
を
繰
り
返
し
、
一
五
三
九
年
が
經
て
ば
、
〇
・
二
五
日
分
の
端
數
の
時
刻
ま
で
正

確
に
一
致
す
る⑱
。
し
か
し
こ
の
方
法
で
は
、
原
點
を
回
復
す
る
ま
で
に
一
五
三
九
年

と
い
う
長
大
な
期
閒
を
要
す
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
長
期
閒
に
わ
た
り
歲
首
に
當
て

る
中
初
一
の
晝
夜
が
一
定
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
『
太
玄
』
の
贊
と
曆

日
に
は
、
約
〇
・
二
五
日
分
の
端
數
に
對
す
る
配
當
に
お
い
て
い
さ
さ
か
問
題
が
あ

る
。更

に
『
太
玄
』
に
用
い
ら
れ
る
曆
は
何
か
、と
い
う
問
題
に
も
注
意
し
た
い
。『
太

玄
』
は
楊
雄
當
時
行
わ
れ
て
い
た
太
初
曆
（
三
統
曆
）
に
基
づ
く
と
考
え
る
の
が
定
說

と
な
っ
て
い
る
が
、
楊
雄
は
本
傳
に
「
泰
初
歷
と
相
ひ
應
じ
、
亦
た
顓
頊
の
曆
有
り

（
前
出
）」
と
述
べ
て
い
た
。
そ
し
て
「
亦
た
顓
頊
の
曆
有
り
」
と
擧
げ
ら
れ
た
顓
頊

曆
と
『
太
玄
』
の
關
係
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
明
快
な
解
釋
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

楊
雄
が
『
太
玄
』
に
用
い
る
曆
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
、
そ
の
意
圖
を
は

か
り
か
ね
る
の
で
あ
る⑲
。

曆
は
天
體
觀
測
の
結
果
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
る
が
、
楊
雄
が
觀
測
を
行
な
っ
て

い
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
楊
雄
が
曆
自
體
を
取
り
上
げ
て
論
じ
た

記
述
な
ど
も
見
當
た
ら
な
い
。
劉
歆
は
三
統
曆
を
作
っ
た
が
、
楊
雄
は
曆
法
に
改
良

を
加
え
る
こ
と
は
な
く
、
太
初
曆
を
そ
の
ま
ま
『
太
玄
』
に
用
い
て
、『
太
玄
』
の
贊

と
曆
を
對
應
さ
せ
よ
う
と
し
た
よ
う
だ
が
、そ
の
對
應
關
係
に
は
違
和
感
が
殘
る
上
、

顓
頊
曆
と
の
關
係
も
不
明
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
楊
雄
の
曆
學
へ
の
理
解
に

つ
い
て
は
い
さ
さ
か
疑
問
が
殘
る
。

三
、
楊
雄
と
聲
律

楊
雄
は
音
樂
に
詳
し
い
桓
譚
よ
り
「
音
を
曉
ら
ず
」
と
評
さ
れ
た
が⑳
、
五
聲
十
二

律
に
つ
い
て
は
『
太
玄
』
數
篇
に
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
一
段
は
番
號
を
附
し
た
通

り
、
大
き
く
四
章
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
其
在
聲
也
、
宮
爲
君
、
徵
爲
事
、
商
爲
相
、
角
爲
民
、
羽
爲
物
。

②
其
以
爲
律
呂
、
黃
鍾
生
林
鍾
、
林
鍾
生
太
蔟
、
太
蔟
生
南
呂
、
南
呂
生
姑
洗
、
姑

洗
生
應
鍾
、
應
鍾
生

賓
、

賓
生
大
呂
、
大
呂
生
夷
則
、
夷
則
生
夾
鍾
、
夾
鍾
生

無
射
、
無
射
生
仲
呂
。

③
子
午
之
數
九
、
丑
未
八
、
寅
申
七
、
卯
酉
六
、
辰
戌
五
、
巳
亥
四
。
故
律
四
十
二
、

呂
三
十
六
。

律
呂
之
數
、
或
還
或
否
、
凡
七
十
有
八
、
黃
鍾
之
數
立
焉
。
其
以
爲

度
也
、
皆
生
黃
鍾
。
甲
己
之
數
九
、
乙
庚
八
、
丙
辛
七
、
丁
壬
六
、
戊
癸
五
。

④
聲
生
於
日
、
律
生
於
辰
。
聲
以
情
質
、
律
以
和
聲
、
聲
律
相
協
而
八
音
生
。

ま
ず
①
で
は
宮
・
徵
・
商
・
角
・
羽
の
五
聲
を
君
・
事
・
相
・
民
・
物
に
當
て
る
。

こ
の
配
當
は
『
禮
記
』
樂
記
や
『
漢
書
』
律
曆
志
上
と
同
じ
で
あ
る
。
次
に
②
で
は

黃
鍾
・
林
鍾
・
太
蔟
・
南
呂
・
姑
洗
・
應
鍾
・

賓
・
大
呂
・
夷
則
・
夾
鍾
・
無
射
・

仲
呂
と
い
う
、
十
二
律
呂
の
生
成
を
說
く
。
こ
の
說
は
『
呂
氏
春
秋
』
季
夏
・
音
律

に
見
え
、『
漢
書
』
律
曆
志
上
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
漢
書
』
律
曆
志
上
の

こ
の
部
分
は
、
劉
歆
「
鍾
律
書
」
を
採
錄
し
た
と
考
え
ら
れ
、
①
の
五
聲
の
配
當
に

つ
い
て
も
同
樣
で
あ
る
。た
だ
し
漢
志
は
、十
二
律
呂
の
生
成
を
三
分
損
益
法
に
よ
っ

て
說
く
が
、『
太
玄
』
に
は
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
。
次
に
③
で
は
十
二
支
を
四
〜
九
の

數
に
二
つ
ず
つ
配
當
し
、
陽
數
九
七
五
の
和
を
二
倍
し
た
四
十
二
と
、
陰
數
八
六
四

の
和
を
二
倍
し
た
三
十
六
を
合
す
る
と
七
十
八
と
な
り
、
こ
れ
に
地
數
の
三
を
加
え

れ
ば
黃
鍾
の
數
八
十
一
が
得
ら
れ
、
こ
の
八
十
一
か
ら
黃
鍾
の
長
さ
九
寸
が
生
じ
、
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黃
鍾
を
基
準
と
し
て
、
甲
己
・
乙
庚
・
丙
辛
・
丁
壬
・
戊
癸
の
數
が
五
〜
九
に
配
さ

れ
る
こ
と
を
言
う
。
最
後
に
④
で
は
、
五
聲
を
十
日
干
に
、
十
二
律
を
十
二
支
に
當

て
、
聲
律
が
諧
和
す
る
こ
と
に
よ
り
八
音
（
金
・
石
・
絲
・
竹
・
匏
・
土
・
革
・
木
の
樂

器
に
よ
る
音
）
の
生
ま
れ
る
こ
と
を
說
く
。
五
聲
を
十
日
干
に
當
て
、十
二
律
を
十
二

支
に
當
て
る
の
は
、『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
・『
禮
記
』
月
令
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
太
玄
』
數
篇
は
、
五
聲
十
二
律
に
つ
い
て
『
呂
氏
春
秋
』『
禮
記
』

と
一
致
し
て
お
り
、『
漢
書
』
律
曆
志
所
引
劉
歆
「
鐘
律
書
」
と
も
大
き
な
違
い
は
無

い
。
結
局
『
太
玄
』
は
既
存
の
說
を
取
り
込
ん
で
い
る
の
だ
が
、
果
た
し
て
こ
の
よ

う
な
五
聲
十
二
律
の
導
入
が
、『
太
玄
』
の
體
系
の
中
で
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
意
味
を
も

つ
の
か
と
い
う
點
は
、
い
さ
さ
か
分
か
り
に
く
い
。
た
と
え
ば
五
聲
十
二
律
と
『
太

玄
』の
根
本
原
理
で
あ
る
天
地
人
三
統
と
の
關
係
は
、上
記
④
に
見
た
通
り
十
干
十
二

支
を
媒
介
と
す
る
こ
と
で
、
三
統
を
基
礎
と
す
る
曆
に
接
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
「
太
玄
曆
」
や
鈴
木
由
次
郞
『
太
玄
易
の
硏
究
』
は
、『
太
玄
』
に
基
づ
き
五

聲
十
二
律
の
曆
日
へ
の
配
當
を
示
す
が
、
兩
者
の
配
當
し
た
曆
日
は
ほ
と
ん
ど
一
致

し
て
い
な
い
。
こ
の
點
は
十
干
十
二
支
二
十
四
節
氣
に
つ
い
て
も
同
樣
で
あ
る㉑
。
兩

者
と
も
に
配
當
の
根
據
に
つ
い
て
說
明
を
缺
く
の
で
不
一
致
の
原
因
は
判
然
と
し
な

い
が
、
原
因
の
一
つ
は
、
そ
も
そ
も
『
太
玄
』
自
體
が
五
聲
十
二
律
の
暦
へ
の
配
當

方
法
を
明
確
に
說
明
し
て
い
な
い
點
に
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、『
太
玄
』
に
よ
っ
て
占

筮
を
行
な
う
際
に
五
聲
十
二
律
を
ど
の
よ
う
に
用
い
る
べ
き
か
が
不
明
瞭
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
劉
歆
「
鐘
律
書
」
と
比
べ
る
な
ら
ば
、『
太
玄
』
は
度
量
衡
に
關
す
る

說
明
を
缺
い
て
お
り
、
こ
の
點
で
も
物
足
り
な
さ
が
殘
る
。

四
、
楊
雄
と
陰
陽
說

楊
雄
の
陰
陽
觀
は
、『
太
玄
』
の
首
辭
に
最
も
顯
著
に
見
ら
れ
る
。
衝
篇
に
「
中
は

則
ち
陽
始
ま
り
、應
は
則
ち
陰
生
ず
（
中
則
陽
始
、應
則
陰
生
）」
と
言
う
通
り
、八
十
一

首
辭
の
う
ち
、
中
首
以
下
應
首
に
至
る
前
半
四
十
一
首
は
全
て
陽
、
迎
首
以
降
殘
り

の
四
十
首
は
全
て
陰
に
屬
し
、
全
首
辭
が
陰
陽
の
消
息
を
說
く
。
た
と
え
ば
中
首
な

ら
「
陽
氣
黃
宮
に
潛ひ

そ

み
萌き

ざ

す
。
信
の
中
に
在
ら
ざ
る
無
し
（
陽
氣
潛
萌
於
黃
宮
。
信
無

不
在
乎
中
）」
の
ご
と
く
、
首
名
を
陰
陽
消
息
說
に
よ
っ
て
說
明
す
る
。
更
に
數
篇
で

は
八
十
一
首
を
九
首
ず
つ
の
九
天
に
分
け
る
が
、
圖
篇
で
は
九
天
を
更
に
三
天
ず
つ

の
三
類
に
分
け
、
三
類
に
お
け
る
陰
陽
消
息
の
推
移
を
說
く㉒
。
こ
れ
は
九
天
と
い
う

語
が
示
す
よ
う
に
、
天
地
人
の
三
統
と
八
十
一
首
に
お
け
る
陰
陽
消
息
の
推
移
を
結

び
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
よ
り
具
體
的
に
は
圖
篇
に
說
明
さ
れ
て
お
り
、
始
め
の
三

天
は
中
首
以
下
二
十
七
首
が
相
當
し
、
天
に
感
應
し
て
萬
物
の
始
動
す
る
こ
と
を
言

い
、
次
の
三
天
は
更
首
以
下
二
十
七
首
、
陰
氣
は
西
北
に
陽
氣
は
東
南
に
集
ま
る
と

言
い
、
終
わ
り
の
三
天
は
減
首
以
下
二
十
七
首
で
あ
り
、
精
・
氣
が
收
斂
し
、
群
生
・

衆
物
が
納
ま
り
、
天
地
人
が
正
し
き
を
得
る
と
言
う㉓
。

こ
の
よ
う
に
衝
篇
で
は
八
十
一
首
を
陽
と
陰
に
前
後
二
分
す
る
の
に
對
し
て
、
數

篇
・
圖
篇
は
八
十
一
首
を
三
分
し
、
陰
陽
と
天
地
人
三
統
の
變
化
を
說
く
。
つ
ま
り

八
十
一
首
に
つ
い
て
、
陰
陽
の
二
分
類
と
三
つ
の
三
天
に
よ
っ
て
重
層
的
に
說
く
の

で
あ
る
。
他
方
、
八
十
一
首
が
配
當
さ
れ
る
曆
の
上
で
陰
陽
の
消
息
・
循
環
を
考
え

る
な
ら
、『
太
玄
』
の
よ
う
に
陰
陽
二
分
法
や
天
地
人
三
分
法
を
用
い
る
の
は
牽
强
で

あ
っ
て
、
須
ら
く
四
季
に
四
分
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
批
判
も
あ
る㉔
。

以
上
の
通
り
『
太
玄
』
は
、
八
十
一
首
全
體
の
配
列
に
陰
陽
消
息
を
對
應
さ
せ
る

の
み
な
ら
ず
、
天
地
人
も
對
應
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
七
百
三
十
一
贊
を
交

互
に
晝
夜
に
當
て
、
晝
は
陽
、
夜
は
陰
と
し
、「
晝
は
以
て
之
を
好
し
と
し
、
夜
は
以

て
之
を
醜
し
と
す
。
一
晝
一
夜
は
、
陰
陽
の
分
索
な
り
。
夜
の
道
は
陰
を
極
め
、
晝

の
道
は
陽
を
極
む
（
晝
以
好
之
、
夜
以
醜
之
。
一
晝
一
夜
、
陰
陽
分
索
。
夜
道
極
陰
、
晝
道

極
陽
）」（
攡
篇
）
と
、吉
凶
と
も
對
應
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
數
の
原
理
を
盛

り
込
み
重
層
的
な
構
造
を
も
つ
の
が
『
太
玄
』
の
魅
力
で
あ
る
の
だ
が
、そ
の
反
面
、

複
雜
な
構
造
は
思
想
的
に
矛
盾
が
生
じ
や
す
く
、
占
斷
の
際
に
混
亂
す
る
懸
念
が
あ
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る
。
こ
う
し
た
點
は
、
後
世
の
『
太
玄
』
受
容
狀
況
に
如
實
に
現
れ
て
い
る
。
ま
ず

『
太
玄
』
は
、
占
筮
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
記
錄
が
き
わ
め
て
少
な
い
。
こ
の
事
實

は
、
占
筮
書
と
し
て
の
性
質
が
、『
周
易
』
ほ
ど
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
證

し
て
い
る
。
反
面
で
は
『
太
玄
』
に
は
多
數
の
注
釋
書
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
注

釋
書
は
、占
筮
書
と
し
て
で
は
な
く
、複
雑
な
數
理
構
造
や
難
解
な
表
現
を
も
つ
『
太

玄
』
の
究
明
を
目
的
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る㉕
。

五
、
楊
雄
と
五
行
說
・
災
異
說

楊
雄
は
五
行
說
を
宮
廷
に
獻
じ
た
賦
作
品
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
河

東
賦
」
に
は
「
鉤

」「
蓐
收
」「
玄
冥
」「
祝
融
」
と
い
う
、五
行
に
關
わ
る
東
西
北

南
の
神
名
が
見
え
る㉖
。
こ
の
四
神
に
中
央
神
の
「
后
土
」
を
加
え
た
五
神
が
、
後
述

す
る
通
り
數
篇
に
列
擧
さ
れ
て
い
る
（
表
1
）。
更
に
王
莽
の
新
建
國
の
五
年
後
（
後

一
三
年
）、楊
雄
は
六
十
六
歲
に
し
て
「
元
后
誄
」
を
書
き
上
げ
る
が
、そ
こ
に
も
「
冀

は
く
は
金
火
を
以
て
、
赤
の
仍
ほ
央
を
有
た
ん
こ
と
を
（
冀
以
金
火
、
赤
仍
有
央
）。」

「
群
祥
衆
瑞
あ
り
て
、
正
に
我
が
黃
來
た
れ
り
。
火
德
の
將
に
滅
び
ん
と
し
、
惟
れ
斯

を
后
に
す
（
群
祥
衆
瑞
、
正
我
黃
來
。
火
德
將
滅
、
惟
后
于
斯
）」
と
劉
氏
漢
朝
の
火
德
が

衰
え
、
新
の
黃
德
が
起
こ
っ
た
と
述
べ
て
い
る㉗
。
こ
の
よ
う
に
楊
雄
は
生
涯
に
わ
た

り
五
行
思
想
を
受
け
入
れ
て
い
た
。

『
太
玄
』
に
お
い
て
五
行
說
は
、全
体
の
構
造
を
支
え
る
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い

る
。
ま
ず
數
篇
に「
三
八
爲
木
…
四
九
爲
金
…
二
七
爲
火
…
一
六
爲
水
…
五
五
爲
土
」

と
述
べ
、
九
贊
の
位
に
五
行
を
配
當
す
る
こ
と
を
言
う
。
九
贊
の
初
一
を
水
、
次
二

を
火
、
次
三
を
木
、
次
四
を
金
、
次
五
を
土
、
次
六
を
水
、
次
七
を
火
、
次
八
を
木
、

上
九
を
金
に
當
て
る
こ
と
を
言
う
の
だ
が
、
五
材
の
配
列
は
『
書
』
洪
範
の
「
一
曰

水
、
二
曰
火
、
三
曰
木
、
四
曰
金
、
五
曰
土
」
に
基
づ
く
。
こ
の
一
か
ら
五
ま
で
の

生
數
に
六
か
ら
九
ま
で
の
成
數
を
配
し
、「
三
八
・
四
九
・
二
七
・
一
六
・
五
五
」
と

匹
偶
を
な
し
た
も
の
で
あ
る㉘
。
こ
の
ほ
か
數
篇
に
「
五
行
事
を
用
ふ
る
者
は
王0

、
王

の
生
ず
る
所
は
相0

、
故も

と

の
王
は
廢0

、
王
に
勝
つ
は
囚0

、
王
の
勝
つ
所
は
死0

（
五
行
用
事

者
王
、
王
所
生
相
、
故
王
廢
、
勝
王
囚
、
王
所
勝
死
）（
傍
點
は
筆
者
に
據
る
）」
と
、
五
行

を
「
王
・
相
・
廢
・
囚
・
死
」
と
結
び
つ
け
て
說
く
。
こ
れ
は
『
淮
南
子
』
墬
形
訓

に
「
壯
・
老
・
生
・
囚
・
死
」、
ま
た
『
五
行
大
義
』
論
四
時
休
王
に
「
王
・
相
・

休
・
囚
・
死
」
と
し
て
見
え
る
、
い
わ
ゆ
る
王
相
說
・
休
王
說
で
あ
る㉙
。

以
上
の
通
り
、
五
行
說
に
つ
い
て
は
首
辭
・
贊
辭
よ
り
も
衝
篇
以
下
の
九
篇
で
集

中
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
數
篇
に
あ
っ
て
は
五
行
に
つ
い
て
五
材
・
方
位
・

十
干
・
十
二
支
な
ど
百
二
十
の
象
の
ほ
か
（
表
1
）、
百
六
十
八
に
及
ぶ
類
も
擧
げ
ら

れ
て
い
る㉚（
表
2
）。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
次
の
一
覽
表
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
、

五
行
の
相
生
と
相
勝
を
と
も
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る㉛
。

（表 1）「數篇」五行・五材・方位・十干・十二支等
の配當一覽表

三八 四九 二七 一六 五五
木 金 火 水 土
東方 西方 南方 北方 中央
春 秋 夏 冬 四維

日 甲乙 庚辛 丙丁 壬癸 戊己
辰 寅卯 申酉 巳午 子亥 辰戍丑未
聲 角 商 徵 羽 宮
色 靑 白 赤 黑 黃
味 酸 辛 苦 鹹 甘
臭 羶 腥 焦 朽 芳
形 信 革 上 下 殖
生 火 水 土 木 金
勝 土 木 金 火 水
時 生 殺 養 藏 該
藏 脾 肝 肺 腎 心

志 魄 魂 精 神
性 仁 誼 禮 智 信
情 喜 怒 樂 悲 恐懼
事 貌 言 視 聽 思
用 恭 從 明 聰 睿
撝 肅 乂 哲 謀 聖
徵 旱 雨 熱 寒 風
帝 太昊 少昊 炎帝 顓頊 黃帝
神 勾 蓐收 祝融 玄冥 后土
星 從其位 從其位 從其位 從其位 從其位
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數
篇
の
こ
の
部
分
は
、『
周
易
』
說
卦
傳
が
八
卦
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
百
三
十
七
の
象

を
擧
げ
る
の
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
數
篇
は
說
卦
傳
が
八
卦
を
揭
げ
た
よ
う
に

『
太
玄
』
の
首
名
を
揭
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、八
卦
の
代
わ
り
に
五
行
を
揭
げ
て
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
象
・
類
を
擧
げ
て
い
る
點
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
（
表
1
）
の

よ
う
に
『
太
玄
』
は
、「
三
八
木
」「
四
九
金
」「
二
七
火
」「
一
六
水
」「
五
五
土
」
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
方
位
・
季
節
・
日
干
・
月
建
・
聲
・
色
・
味
・
臭
・
形
・
生
・
勝
・

時
・
藏
（
臟
）・

（
存
）・
性
・
情
・
事
・
用
・
撝
・
徵
・
帝
・
神
・
星
の
配
當
を
列

擧
す
る
。
木
金
火
水
土
の
相
勝
の
順
で
あ
る
が
、「
三
八
木
」
で
言
え
ば
「
生
火
」
と

あ
る
よ
う
に
、
相
生
說
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
方
位
以
下
の
配
當
に
つ
い
て
は
、
ほ

ぼ
『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
・『
淮
南
子
』
時
則
訓
に
沿
っ
て
い
る
も
の
の
、
形
・
事
・

用
・
撝
・
徵
は
『
尙
書
』
洪
範
の
五
行
・
五
事
・
庶
徵
に
據
っ
て
い
る32
。

注
意
す
べ
き
は
（
表
2
）
の
部
分
で
あ
る
。
原
文
で
は
「
三
八
爲
木
…
…
類
爲
鱗
、

爲
雷
、
爲
鼓
…
…
」
の
よ
う
に
、「
類
」
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
の
だ
が
、「
三
八
木
」

の
類
は
三
十
、「
四
九
金
」
は
四
十
二
、「
二
七
火
」
と
「
一
六
水
」
は
二
十
八
、「
五
五

土
」
は
四
十
と
、
類
の
數
が
一
定
し
な
い
。
こ
れ
ら
百
六
十
八
の
類
は
、「
三
八
木
」

の
鱗
や
戶
の
よ
う
に
他
書
の
時
令
に
見
え
る
配
當
も
い
く
ら
か
は
あ
る
が
、
そ
の
多

く
は
配
當
の
根
據
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
五
行
に
配
當
さ
れ

た
類
の
數
が
最
小
で
二
十
八
、
最
多
が
四
十
二
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

「
鱗
・
毛
・
羽
・
介
・
裸
」
の
よ
う
に
五
行
す
べ
て
に
對
應
す
る
配
當
は
一
部
に
限
ら

れ
て
お
り
、類
の
配
當
は
體
系
を
備
え
て
い
な
い
。
こ
の
類
に
擧
げ
ら
れ
た
も
の
は
、

木
・
金
・
火
・
水
・
土
を
見
渡
し
た
配
當
と
い
う
よ
り
は
、
木
・
金
・
火
・
水
・
土

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
の
類
推
に
基
づ
い
て
考
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る33
。

以
上
に
見
た
通
り
、
楊
雄
は
陰
陽
說
と
五
行
說
を
『
太
玄
』
の
中
心
に
据
え
て
い

る
の
だ
が
、『
法
言
』
で
は
五
行
說
の
創
始
者
鄒
衍
に
對
し
て
批
判
的
で
あ
る
。『
法

言
』
五
百
に
「
鄒
衍
は
迂
（
で
た
ら
め
）
に
し
て
信
な
ら
ず
（
鄒
衍
迂
而
不
信
）」
と
言

い
、『
同
』
問
道
で
は
「（
鄒
）
衍
の
天
地
の
閒
を
知
る
無
き
に
至
り
て
は
、
隣
す
と

雖
も
覿み

ざ
る
な
り
（
至
…
…
衍
無
知
天
地
之
閒
、雖
隣
不
覿
也
）」
と
言
う
。
他
方
、『
同
』

淵
騫
に
は
「
守
儒
に
は
袁
固
、
申
公
。
災
異
に
は
、
董
相
、
夏
侯
勝
、
京
房
。（
守
儒
、

袁
固
・
申
公
。
災
異
、
董
相
・
夏
侯
勝
・
京
房
）」
と
も
述
べ
て
お
り
、
儒
者
の
轅
固
生
・

申
公
と
と
も
に
、
災
異
を
說
く
者
と
し
て
董
仲
舒
・
夏
侯
勝
・
京
房
を
高
く
評
價
し

て
い
る
。
董
仲
舒
・
京
房
に
は
そ
れ
ぞ
れ
『
春
秋
繁
露
』『
京
氏
易
傳
』
が
あ
り
、
夏

侯
勝
は
「
洪
範
五
行
傳
」
を
父
の
夏
侯
始
昌
よ
り
受
け
て
お
り
、
い
ず
れ
も
が
楊
雄

の
五
行
說
に
强
い
影
響
を
與
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
災
異
と
楊
雄
の
關

係
に
つ
い
て
も
一
瞥
し
て
お
く
。

三八 四九 二七 一六 五五
鱗 毛 羽 介 其裸
雷 鬼 封
鼓 巫祝 絲 祠
聲 猛 網 廟 宮
新 舊 索 井 宅
躁 鳴 珠 穴 中霤
戶 門 文 竇 內事
牖 山 駮 鏡 織
嗣 限 印 玉 衣
承 邊 綬 履 裘
葉 城 書 遠行 繭
緖 骨 輕 勞 絮
赦 石 高 血 牀
解 環珮 臺 膏 薦
多子 首飾 酒 貪 馴
出 重寶 吐 含 懷
予 大哆 射 蟄 腹器
竹 釦器 戈 火獵 脂
草 舂 甲 閉 漆
果 椎 叢 盜 膠
實 力 司馬 司空 囊

三八 四九 二七 一六 五五
魚 縣 禮 法 包
疏器 燧 繩 准 輿
規 兵 火工 水工 轂
田 械 刀 盾 稼
木工 齒 赤怪 黑怪 嗇
矛 角 盲 聾 食
靑怪 螫 舒 急 宍

毒 棺
狂 狗 犢

入 衢
取 會
罕 都
寇 度
賊 量
理 土工
矩 弓矢
金工 黃怪
鉞 愚
白怪 牟
瘖
譖

（表 2）「數篇」168 類一覽表
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楊
雄
の
災
異
說
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』
五
行
志
（
中
下
）
に
記
事
が
あ
る
。
建
平

二
年
（
前
五
）、
朱
博
と
趙
玄
が
そ
れ
ぞ
れ
丞
相
と
御
史
大
夫
に
着
任
し
た
際
、
鐘
の

鳴
る
よ
う
な
大
き
な
音
が
し
た
た
め
、
哀
帝
が
黃
門
侍
郞
で
あ
っ
た
楊
雄
と
李
尋
に

下
問
し
た
。
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
「
鼓
妖
（
つ
づ
み
の
怪
異
）」
で
あ
る
と
答
え
、
原
因

は
丞
相
と
御
史
に
あ
る
と
意
見
し
た
も
の
で
あ
る34
。
李
尋
は
、
夏
侯
勝
の
從
父
子
夏

侯
建
の
『
尙
書
』
を
張
山
拊
に
學
び
、「
洪
範
災
異
を
好
み
、
又
た
天
文
月
令
陰
陽
を

學
ん
だ
」
人
物
で
あ
る35
。
本
傳
に
據
れ
ば
、
李
尋
は
災
異
說
を
用
い
て
成
帝
期
の
丞

相
翟
方
進
に
し
ば
し
ば
進
言
し
、
後
に
は
哀
帝
の
信
任
も
得
、
改
元
を
奏
上
し
た
も

の
の
效
果
無
く
、
遠
流
に
處
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
建
平
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
楊

雄
も
夏
侯
勝
の
災
異
說
を
認
め
て
い
た
か
ら
、
李
尋
同
樣
「
鼓
妖
」
と
判
斷
し
た
の

で
あ
る
。
更
に
五
行
志
は
こ
の
記
事
の
末
に
「
京
房
易
傳
」
の
語
を
添
え
て
い
る
。

現
在
傳
わ
る
楊
雄
が
災
異
を
說
い
た
記
事
は
こ
の
一
件
の
み
で
あ
る
が
、
董
仲
舒
や

京
房
の
災
異
說
も
含
め
、
楊
雄
へ
の
影
響
は
少
な
く
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

六
、
楊
雄
と
易
學

最
後
に
術
數
學
分
野
に
あ
っ
て
、
楊
雄
が
最
も
得
意
と
し
た
と
思
わ
れ
る
易
學
に

つ
い
て
檢
討
す
る
。
ま
ず
は
『
周
易
』
と
『
太
玄
』
を
比
較
對
照
す
る
が
、
優
れ
た

先
行
硏
究
が
既
に
多
數
あ
る
の
で36
、
こ
こ
で
は
要
點
の
み
指
摘
す
る
。

『
周
易
』
は
陰
陽
の
二
爻
を
三
重
し
て
八
卦
、八
卦
を
組
み
合
わ
せ
て
六
十
四
卦
と

六
十
四
卦
辭
を
成
す
の
に
對
し
て
、『
太
玄
』
は
天
・
地
・
人
の
三
畫
が
あ
り
、
こ
の

三
畫
を
四
重
し
て
八
十
一
首
と
八
十
一
首
辭
を
作
る
。『
太
玄
』
八
十
一
首
の
配
列

は
、
中
首
よ
り
始
ま
っ
て
お
り
、
孟
喜
・
京
房
の
卦
氣
說
と
一
致
す
る
。
と
こ
ろ
が

『
周
易
』
は
六
十
四
卦
す
べ
て
に
各
八
爻
辭
及
び
象
辭
を
も
つ
の
に
對
し
、『
太
玄
』

八
十
一
首
に
は
各
九
贊
及
び
各
九
測
辭
が
あ
る
。こ
の
九
贊
は
八
十
一
首
に
對
應
し37
、

ま
た
計
七
百
二
十
九
贊
の
各
二
贊
を
一
日
の
晝
夜
に
配
し
、

贊
と

贊
を
用
い
て

一
年
の
曆
日
に
當
て
る
こ
と
は
、
既
に
小
論
「
二
、
楊
雄
と
曆
學
」
で
述
べ
た
。
ほ

か
に
『
太
玄
』
は
『
周
易
』
の
十
翼
に
も
倣
っ
て
お
り
、『
易
』
繫
辭
傳
に
は
『
太

玄
』
の
「
攡
・
瑩
・
掜
・
圖
・
告
」
が
相
當
し
、
文
言
傳
に
は
「
文
」、
說
卦
傳
に
は

「
數
」、
序
卦
傳
に
は
「
衝
」、
雜
卦
傳
に
は
「
錯
」、
彖
傳
に
は
「
首
」、
象
に
は
「
測
」

が
相
當
す
る38
。

こ
の
よ
う
に
『
太
玄
』
が
『
周
易
』
に
象
り
、
構
造
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
『
周

易
』
に
基
づ
く
こ
と
、
ま
さ
に
「
漢
書
贊
」
に
「
以
爲
へ
ら
く
經
は
『
易
』
よ
り
大

な
る
は
莫
し
（
前
出
）」
と
言
う
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
太
玄
』
に
は
『
周

易
』
と
異
な
る
點
も
多
い
。
既
述
の
通
り
『
太
玄
』
は
天
文
・
曆
・
聲
律
・
五
行
の

學
を
取
り
入
れ
て
い
た
が
、こ
れ
ら
は
本
來
『
周
易
』
に
な
い
要
素
で
あ
る
。
ま
た
、

『
太
玄
』
は
『
周
易
』
の
陰
陽
二
爻
を
天
地
人
の
三
畫
に
改
め
て
い
る
。
こ
の
改
變
は

『
周
易
』
と
『
太
玄
』
の
最
も
根
本
と
な
る
原
理
を
全
面
的
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、『
太
玄
』
は
『
周
易
』
の
根
本
原
理
を
否
定
し
た
の
で
あ
り
、
模
倣
の
域
を
逸
脫

し
て
い
る
と
さ
え
言
え
そ
う
だ
が
、
こ
の
點
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

一
方
、
楊
雄
の
易
說
に
は
孟
喜
・
京
房
ら
の
卦
氣
說
や
象
數
易
說
の
影
響
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
は
、
多
く
の
先
行
硏
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る39
。
し
か
し
楊
雄
に

對
す
る
嚴
遵
の
影
響
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
嚴
遵
は
蜀
の
街
で
賣
卜
を
し

て
い
た
市
井
巷
閒
の
卜
筮
者
で
あ
る
か
ら40
、
嚴
遵
の
易
說
は
漢
志
で
言
え
ば
六
藝
略

の
易
家
で
は
な
く
、
數
術
略
・
蓍
龜
家
に
分
類
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
數
術

略
・
蓍
龜
家
に
は
、『
史
記
』
龜
策
列
傳
に
見
ら
れ
る
神
龜
な
ど
を
用
い
た
卜
筮
家

や
、『
同
』
日
者
列
傳
に
見
え
る
司
馬
季
主
や
そ
の
褚
少
孫
補
に
描
か
れ
る
市
井
巷
閒

の
賣
卜
者
が
用
い
た
で
あ
ろ
う
『
龜
書
』『
蓍
書
』
の
ほ
か
、
京
房
・
費
直
・
焦
贛
の

『
易
林
』
の
類
と
考
え
ら
れ
る
『
周
易
』
三
十
八
卷
や41
、京
房
の
弟
子
の
任
良
の
著
と

考
え
ら
れ
る
『
任
良
易
旗
』
七
十
一
卷
が
收
め
ら
れ
て
い
る
。
楊
雄
は
若
い
時
、
こ

う
し
た
卜
筮
家
や
賣
卜
者
に
類
し
た
嚴
遵
な
る
蓍
龜
家
に
從
っ
て
學
ん
で
い
た
の
で

あ
り
、
上
京
後
に
は
し
ば
し
ば
朝
廷
に
お
い
て
嚴
遵
の
德
を
讚
え
て
い
る
か
ら
、
嚴
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遵
の
楊
雄
に
對
す
る
影
響
は
多
大
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
楊
雄
が
『
太
玄
』
に
術

數
・
數
術
の
學
を
躊
躇
な
く
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
も
、
術
數
・
數
術
の
學
と
の
距
離

が
近
い
卜
筮
者
嚴
遵
の
影
響
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。も
し
楊
雄
が
、

卜
筮
者
の
嚴
遵
で
は
な
く
師
承
を
尊
ぶ
易
學
の
專
家
に
學
ん
で
い
た
な
ら
、
こ
の
よ

う
に
術
數
學
の
多
樣
な
說
を
『
太
玄
』
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
着
想
さ
れ
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

終
わ
り
に

以
上
の
部
分
で
は
、
楊
雄
及
び
『
太
玄
』
に
見
ら
れ
る
術
數
學
の
實
態
を
調
査
し

た
が
、
調
査
の
結
果
、
楊
雄
が
天
文
・
曆
學
・
聲
律
・
陰
陽
・
五
行
・
易
學
の
各
分

野
に
つ
い
て
全
て
一
樣
に
深
く
精
通
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
こ
れ
ら
術
數

學
の
『
太
玄
』
に
對
す
る
影
響
に
も
差
異
の
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
た
と
え
ば

『
太
玄
』
一
書
全
體
の
構
成
を
規
定
す
る
の
が
『
周
易
』
で
あ
り
、『
太
玄
』
首
辭
が

そ
の
陰
陽
消
息
說
を
用
い
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、『
周
易
』
の
ほ

か
に
も
天
地
人
の
三
統
說
や
五
行
說
も
『
太
玄
』
の
構
造
を
支
え
る
根
幹
を
な
し
て

お
り
、
そ
れ
ら
を
結
び
合
わ
せ
る
こ
と
で
八
十
一
首
を
生
み
出
し
て
い
た
。
他
方
、

天
文
や
曆
・
聲
律
の
學
に
つ
い
て
言
え
ば
、楊
雄
の
天
文
へ
の
理
解
は
先
進
的
で
あ
っ

た
も
の
の
、
星
占
に
は
批
判
的
で
、
星
宿
の
導
入
に
つ
い
て
も
『
太
玄
』
に
お
い
て

は
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
の
か
判
然
と
し
な
か
っ
た
。
天
論
に
關
し
て
楊
雄
は
、

蓋
天
說
か
ら
渾
天
說
に
變
節
す
る
の
だ
が
、『
太
玄
』
で
は
變
節
前
の
蓋
天
說
を
用
い

て
い
た
。
し
か
し
『
太
玄
』
に
對
す
る
天
論
の
影
響
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
曆
數

に
關
し
て
は
、
卦
氣
說
を
用
い
て
易
と
曆
の
一
體
化
を
は
か
っ
て
い
た
も
の
の
、
太

初
曆
に
據
り
つ
つ
顓
頊
曆
に
も
對
應
す
る
と
言
い
、
ま
た
九
贊
の
總
計
七
百
二
十
九

贊
と
一
年
の
日
數
が
一
致
し
な
い
と
い
う
問
題
が
殘
っ
た
。
聲
律
で
は『
呂
氏
春
秋
』

『
禮
記
』『
漢
書
』
律
暦
志
に
據
り
五
聲
十
二
律
を
取
り
入
れ
て
い
た
が
、
占
筮
に
際

し
て
の
效
用
は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
『
太
玄
』
全
體
に
用
い
ら
れ
た
術
數
學
說
を
見
渡
す
と
、
易
學
や
陰

陽
說
・
五
行
說
は
十
分
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
天
文
や
曆
・
聲
律
の
學

は
、
理
解
の
深
度
や
『
太
玄
』
へ
の
影
響
力
と
い
う
點
で
一
歩
及
ば
な
い
と
判
斷
で

き
る
。
た
だ
し
天
文
や
曆
數
は
き
わ
め
て
專
門
的
な
分
野
で
あ
り
、
朝
廷
が
管
理
す

る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
介
の
辭
賦
作
家
が
容
易
に
修
得
で
き
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
も
思
わ
れ
る42
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
十
分
で
は
な
い
に
せ
よ
、
楊
雄
が

天
文
・
曆
數
に
通
じ
、
そ
れ
ら
を
『
太
玄
』
に
取
り
込
ん
だ
こ
と
の
方
が
驚
く
べ
き

こ
と
と
言
え
よ
う
。
楊
雄
當
時
に
あ
っ
て
『
太
玄
』
の
よ
う
に
複
數
の
術
數
學
說
を

樣
々
に
取
り
入
れ
た
書
物
が
見
當
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
も
、『
太
玄
』
が
特
異
な
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
術
數
學
の
要
素
を
種
々
導
入
し
て
多
面
性
を

備
え
、
重
層
的
な
數
理
構
造
を
創
り
出
し
た
點
が
『
太
玄
』
の
も
つ
意
義
で
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。
一
方
、
占
筮
書
と
し
て
は
、『
太
玄
』
が
曆
日
や
晝
夜
に
よ
る
占
法
と

筮
竹
に
よ
る
占
法
の
二
種
を
用
い
、
更
に
は
陰
陽
說
・
五
行
說
・
天
地
人
の
三
統
、

五
聲
十
二
律
や
二
十
八
宿
ま
で
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
占
斷
の
際
に
は
こ
れ
ら
多

樣
な
原
理
を
利
用
し
て
奧
行
き
の
あ
る
判
斷
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、『
周
易
』
の
も
つ
よ
う
な
占
法
の
一
貫
性
は
乏
し
く
な
り
、
占
斷
は
煩
瑣
な
も
の

と
な
っ
た
。

以
上
に
見
た
通
り
、『
太
玄
』
は
『
周
易
』
に
基
づ
き
つ
つ
も
、
根
本
原
理
た
る
陰

陽
二
爻
を
天
地
人
の
三
畫
に
改
め
た
上
、『
周
易
』
に
は
な
い
天
文
・
曆
學
・
聲
律
・

陰
陽
・
五
行
・
易
學
な
ど
の
術
數
學
說
を
取
り
入
れ
、「
玄
」
を
中
心
と
し
た
數
理
構

造
を
創
出
し
て
い
た
。『
太
玄
』
と
い
う
著
作
が
、
術
數
學
の
諸
理
論
を
取
り
込
ん

だ
、
壯
大
な
數
理
構
造
を
創
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
楊

雄
は
『
太
玄
』
を
執
筆
し
た
當
初
、『
周
易
』
を
模
す
る
こ
と
を
ど
れ
ほ
ど
重
要
視
し

て
い
た
の
か
、
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
も
そ
も
『
太
玄
』
が
『
周
易
』
を
模
し
て
作
ら
れ
た
と
い
う
評
價
は
、
小
論
冒
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頭
に
揭
げ
た
『
漢
書
』
揚
雄
傳
贊
の
「
以
爲
へ
ら
く
經
は
『
易
』
よ
り
大
な
る
は
莫

し
、
故
に
『
太
玄
』
を
作
る
。
…
…
其
の
本
を
斟
酌
し
、
相
ひ
與
に
放
依
し
て
馳
騁

す
」
と
い
う
班
固
の
文
に
據
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
こ
で
最
後
に
改
め
て
こ
の
文

を
含
む
一
段
を
檢
討
し
た
い
。
こ
の
一
段
は
次
の
よ
う
に
三
つ
の
部
分
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

①
初
め
、
雄
年
四
十
餘
に
し
て
、
蜀
よ
り
來
至
し
京
師
に
游
ぶ
。
大
司
馬
車
騎
將
軍

王
音
其
の
文
雅
を
奇
と
し
、
召
し
て
以
て
門
下
の
史
と
爲
し
、
雄
を
薦
め
て
詔
を
待

た
し
む
。
歲
餘
に
し
て
羽
獵
賦
を
奏
し
、
除
せ
ら
れ
て
郞
と
な
り
、
黃
門
に
給
事
し
、

王
莽
・
劉
歆
と
竝
ぶ
。
哀
帝
の
初
め
、
又
た
董
賢
と
官
を
同
じ
う
す
。
成
・
哀
・
平

の
閒
に
當
た
り
、
莽
・
賢
皆
な
三
公
と
爲
り
、
權
は
人
主
を
傾
け
、
薦
む
る
所
の
拔

擢
せ
ら
れ
ざ
る
は
莫
き
も
、
雄
は
三
世
官
を
徙
ら
ず
。
莽
の
位
を
篡
ふ
に
及
び
、
談

說
の
士
の
符
命
を
用
ひ
て
功
德
を
稱
し
封
爵
を
獲
る
者
甚
だ
衆
き
に
、
雄
復
た
侯
な

ら
ず
、
耆
老
久
次
を
以
て
轉
じ
て
大
夫
と
爲
る
。
勢
利
に
恬
た
る
こ
と
乃
ち
是
く
の

ご
と
し
。
實
に
古
へ
を
好
み
て
道
を
樂
し
み
、
其
の
意
は
文
章
も
て
名
を
後
世
に
成

す
こ
と
を
欲
求
す
。

②
以
爲
へ
ら
く
經
は
『
易
』
よ
り
大
な
る
は
莫
し
、
故
に
『
太
玄
』
を
作
る
。
傳
は

『
論
語
』
よ
り
大
な
る
は
莫
し
、『
法
言
』
を
作
る
。
史
篇
は
『
倉
頡
』
よ
り
善
き
は

莫
し
、『
訓
纂
』
を
作
る
。
箴
は
「
虞
箴
」
よ
り
善
き
は
莫
し
、「
州
箴
」
を
作
る
。

賦
は
「
離
騷
」
よ
り
深
き
は
莫
し
、
反
し
て
之
を
廣
む
。
辭
は
相
如
よ
り
麗
な
る
は

莫
し
、
四
賦
を
作
る
。

③
皆
な
其
の
本
を
斟
酌
し
、
相
ひ
與
に
放
依
し
て
馳
騁
す
。
心
を
内
に
用
ひ
、
外
に

求
め
ず
、
時
人
皆
な
之
を
曶か

ろ

ん
ず
。
唯
だ
劉
歆
及
び
范
逡
の
み
焉
れ
を
敬
ひ
て
、
桓

譚
は
以
て
絕
倫
と
爲
す43
。

ま
ず
①
で
は
楊
雄
が
王
莽
・
劉
歆
・
董
賢
と
官
を
と
も
に
し
な
が
ら
、
楊
雄
の
み

三
世
も
官
を
移
ら
ず
、
勢
利
に
恬
淡
と
し
て
文
章
に
よ
っ
て
後
世
に
名
を
成
す
こ
と

を
求
め
た
姿
が
語
ら
れ
る
。
②
が
問
題
の
部
分
で
あ
る
か
ら
、
先
に
③
に
目
を
移
す

と
、
そ
こ
に
は
楊
雄
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
書
き
著
し
た
『
太
玄
』『
法
言
』『
訓
纂
』

「
州
箴
」「
反
離
騷
」「
廣
騷
」、「
甘
泉
」「
羽
獵
」「
河
東
」「
長
楊
」
の
四
賦
の
い
ず

れ
も
が
粉
本
に
基
づ
き
、廣
く
渉
獵
し
相
い
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
當
時
の
人
々
は
楊
雄
を
輕
ん
じ
た
が
、
劉
歆
・
范
逡
・
桓
譚
の
三
人
は
高
く

評
價
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

班
固
が
こ
の
一
段
に
描
い
た
楊
雄
像
は
、
官
位
を
移
る
こ
と
な
く
文
筆
に
專
心
し

た
が
、
そ
の
著
作
は
い
ず
れ
も
が
粉
本
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
楊
雄
に
は
批

判
が
多
く
、
一
部
の
者
の
み
が
高
評
價
を
與
え
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
問

題
の
②
の
部
分
で
は
、
楊
雄
の
著
作
が
い
ず
れ
も
粉
本
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、「
…
…
は
『
〜
〜
』
よ
り
〇
は
莫
し
、『
＊
＊
』
を
作
る
（
…
…
莫
○
於
『
〜
〜
』、

作
『
＊
＊
』）」
と
い
う
同
じ
句
形
を
繰
り
返
し
用
い
て
說
く
。『
太
玄
』
は
『
易
』
に
、

『
法
言
』
は
『
論
語
』
に
、『
訓
纂
』
は
『
倉
頡
』
に
、「
州
箴
」
は
「
虞
箴
」
に
、「
反

離
騷
」「
廣
騷
」
は
「
離
騷
」
に
、「
甘
泉
」「
羽
獵
」「
河
東
」「
長
楊
」
の
四
賦
は
司

馬
相
如
に
倣
っ
て
作
ら
れ
た
、
と
同
一
句
形
を
積
み
重
ね
て
述
べ
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
②
の
部
分
は
楊
雄
の
い
ず
れ
の
著
作
も
粉
本
に
基
づ
く
こ
と
を
同
じ
句
形
で
說

い
た
、
楊
雄
の
著
作
に
對
す
る
大
變
わ
か
り
や
す
い
、
言
わ
ば
類
型
化
し
た
說
明
な

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
說
明
は
、
上
述
し
た
班
固
の
楊
雄
像
の

を
な
す
部
分
と

な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
楊
雄
が
『
太
玄
』
を
『
周
易
』
に
模
し
て
作
っ
た
と
い
う
班
固
の

評
價
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。「
以
爲
へ
ら
く
經
は
『
易
』
よ
り
大
な
る
は
莫
し
、故
に

『
太
玄
』
を
作
る
」
と
い
う
評
は
、
右
に
見
た
班
固
の
楊
雄
像
に
基
づ
い
て
お
り
、
類

型
化
さ
れ
た
說
明
の
一
部
で
あ
っ
た
。
楊
雄
の
『
太
玄
』『
法
言
』『
訓
纂
』「
州
箴
」

「
反
離
騷
」
な
ど
や
四
大
賦
が
、そ
れ
ぞ
れ
粉
本
に
基
づ
き
倣
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、單
に
粉
本
に
基
づ
く
の
み
の
作
と
は
言
え
ま
い
。『
太
玄
』
が
『
周
易
』
の
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ほ
か
に
多
數
の
術
數
學
の
要
素
を
利
用
し
て
い
た
の
と
同
樣
に
、『
法
言
』
以
下
の
著

作
も
そ
れ
ぞ
れ
粉
本
に
基
づ
き
つ
つ
も
、
他
の
要
素
を
取
り
込
み
、
楊
雄
な
り
の
表

現
を
追
求
し
て
い
る44
。
つ
ま
り
、
楊
雄
が
『
周
易
』
に
模
し
て
『
太
玄
』
を
作
っ
た

と
い
う
評
價
は
、『
太
玄
』
の
一
部
分
の
み
を
見
た
、
類
型
化
し
た
說
明
に
過
ぎ
な
い

の
で
あ
る
。『
太
玄
』
は
、
易
學
史
の
み
で
は
な
く
、
易
學
の
ほ
か
に
天
文
・
曆
學
・

聲
律
・
陰
陽
・
五
行
を
含
む
術
數
學
史
と
い
う
、
よ
り
廣
い
視
點
か
ら
論
じ
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る45
。

注①　
楊
雄
の
姓
に
つ
い
て
は
「
揚
」
と
「
楊
」
の
二
說
が
あ
る
が
、
段
玉
裁
『
經
韻
樓

集
』
卷
五
「
書
漢
書
楊
雄
傳
後
」
に
從
い
、「
楊
」
字
を
用
い
る
。
た
だ
し
引
用
資
料

に
關
し
て
は
底
本
の
用
字
に
據
る
。

②　
『
訓
纂
』『
揚
雄
蒼
頡
訓
纂
』
は
『
漢
書
』
藝
文
志
・
六
藝
・
小
學
に
見
え
る
。『
方

言
』
の
編
纂
者
に
つ
い
て
は
な
お
諸
說
あ
る
が
、遠
藤
光
曉
「
從
編
集
史
的
角
度
剖
析

揚
雄
『
方
言
』」（《
語
苑
擷
英
》
編
輯
組
『
語
苑
擷
英
』
所
收
、
北
京
語
言
文
化
大
學

出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
は
、『
方
言
』
が
複
數
回
に
わ
た
り
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
と
言
う
。
楊
雄
は
、
こ
の
複
數
の
編
纂
過
程
に
お
け
る
、
主
た
る
編
纂
者
と
見
る

の
が
良
い
と
考
え
る
。

③　

原
文
は
以
下
の
通
り
。「
大
潭
思
渾
天
、
參

而
四
分
之
、
極
於
八
十
一
。
旁
則
三

九
据
、
極
之
七
百
二
十
九
贊
、
亦
自
然
之
道
也
。
故
觀
『
易
』
者
、
見
其
卦
而
名

之
、
觀
『
玄
』
者
、
數
其
畫
而
定
之
。『
玄
』
首
四
重
者
、
非
卦
也
、
數
也
。
其
用
自

天
元
推
一
晝
一
夜
、
陰
陽
數
度
、
律
曆
之
紀
、
九
九
大
運
、
與
天
終
始
。
故
『
玄
』
三

方
・
九
州
・
二
十
七
部
・
八
十
一
家
・
二
百
四
十
三
表
・
七
百
二
十
九
贊
、
分
爲
三

卷
、
曰
一
二
三
、
與
泰
初
歷
相
應
、
亦
有
顓
頊
之
曆
焉
。
𢶅
之
以
三
策
、
關
之
以
休

咎
、
絣
之
以
象
類
、
播
之
以
人
事
、
文
之
以
五
行
、
擬
之
以
道
德
仁
義
禮
知
。
無
主
無

名
、
要
合
五
經
、
苟
非
其
事
、
文
不
虛
生
。」（『
漢
書
』
揚
雄
傳
下
）

④　

章
學
誠
『
校
讐
通
義
』
漢
志
諸
子
篇
（
十
四
之
十
一
）
は
、
數
術
略
・
五
行
家
は
數

値
に
基
づ
き
技
術
を
述
べ
る
も
の
で
あ
り
、
諸
子
略
・
陰
陽
家
は
理
論
を
述
べ
る
も
の

の
で
あ
る
と
言
う
。

⑤　

た
と
え
ば
鈴
木
由
次
郞
『
漢
易
硏
究
（
增
補
改
訂
版
）』（
明
德
出
版
社
、一
九
七
四

年
）、
朱
伯
崑
『
易
學
哲
學
史
』（
一
九
九
五
年
、
華
夏
出
版
社
）
な
ど
は
『
太
玄
』
と

術
數
學
と
の
關
係
を
指
摘
す
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
十
分
に
は
檢
討
さ
れ
て
は
い
な

い
。

⑥　

な
お
、拙
論
「
楊
雄
《
太
玄
》
的
寫
作
目
的

―
從
楊
雄
的
生
平
和
學
問
的
角
度
來

考
察

―
」（『
第
十
一
屆
漢
代
文
學
與
思
想
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、
國
立
政
治

大
學
中
國
文
學
系
、
二
〇
一
九
年
）
は
、
本
論
文
と
表
裏
を
な
す
も
の
で
あ
る
の
で
參

照
願
い
た
い
。

⑦　

術
數
學
の
範
疇
を
論
じ
た
主
な
論
文
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
木
村
英
一「
術

數
學
の
槪
念
と
そ
の
地
位
」（『
東
洋
の
文
化
と
社
會
』
一
、京
都
大
學
文
學
部
支
那
哲

學
史
硏
究
室
、
一
九
五
〇
年
）、
川
原
秀
城
『
中
國
の
科
學
思
想
』
Ⅰ
術
數
學
（
創
文

社
、
一
九
九
六
年
）、
中
村
璋
八
「
中
國
思
想
史
上
に
お
け
る
術
數
」（『
東
洋
の
思
想

と
宗
敎
』
十
四
、
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
、
一
九
九
七
年
）。

⑧　

姚
振
宗
『
漢
書
藝
文
志
條
理
』
卷
五
（
數
術
略
・
天
文
『
圖
書
祕
記
』）
は
、
漢
志
・

天
文
の
二
十
二
家
を
五
類
に
分
け
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
星
氣
」
六
家
、「
漢
興

以
來
行
事
占
驗
」
六
家
、「
海
中
諸
占
六
家
の
ご
と
く
自
ら
一
家
の
學
を
爲
す
も
の
」

六
家
の
よ
う
に
、
星
占
に
關
連
す
る
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
ほ
か
に
は

「
雲
雨
虹
霓
及
び
三
臺
星
」
三
家
と
「『
圖
書
祕
記
』」
一
家
に
分
け
て
い
る
。

⑨　

原
文
は
以
下
の
通
り
。「
或
問
「
聖
人
占
天
乎
。」
曰
「
占
天
地
。」「
若
此
、則
史
也

何
異
。」
曰
「
史
以
天
占
人
、
聖
人
以
人
占
天
。」
或
問
「
星
有
甘
・
石
、
何
如
。」
曰

「
在
德
不
在
星
。
德
隆
則

星
、
星
隆
則

德
也
。」」

⑩　
「
甘
泉
賦
」
に
は
「
詔
招
搖
與
泰
陰
兮
、
伏
鉤
陳
使
當
兵
、
屬
堪
輿
以
壁
壘
兮
、
梢

而

狂
（
招
搖
と
泰
陰
に
詔
し
、
鉤
陳
に
伏
し
て
兵
を
當
つ
か
さ
どら

し
め
、
堪
輿
に
屬

す
る
に
壁
壘
を
以
て
し
、

を
梢う

ち

狂
を

う

た
し
む
）」、「
校
獵
賦
」
に
は
「

槍
爲

、
明
月
爲
候
、
熒
惑
司
命
、
天
弧
發
射
（

槍
を

と
爲
し
、
明
月
を
候
と
爲

し
、
熒
惑
は
命
を
司
り
、
天
弧
は
射
を
發
す
）」
と
あ
る
（『
漢
書
』
揚
雄
傳
上
）。

⑪　

他
方
、『
史
記
』
天
官
書
・『
漢
書
』
天
文
志
は
「
觜

、
參
、
益
州
。
東
井
、
輿

鬼
、
雍
州
」
と
、
益
州
（
蜀
）
を
觜

・
參
宿
に
當
て
、（
東
）
井
宿
は
雍
州
の
分
野

と
す
る
。

⑫　

た
と
え
ば
戾
首
・
上
九
に
「
倉
靈
之
雌
、
不
同
宿
而
離
。
失
則
歲
之
功
乖
。（
倉
靈

（
歲
星
・
木
星
）
と
雌
（
太
白
星
・
金
星
）
と
、
宿
を
同
じ
く
せ
ず
し
て
離
る
。
失
へ
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ば
則
ち
歲
の
功
乖
く
）」
と
あ
る
。

⑬　

鈴
木
由
次
郞
『
太
玄
易
の
硏
究
』（
明
德
出
版
社
、一
九
六
四
年
、五
四
頁
）
と
『
漢

易
硏
究
（
增
補
改
訂
版
）』（
前
出
、四
〇
六
〜
四
一
五
頁
）
も
王
薦
說
を
採
用
し
て
い

る
。

⑭　

朱
謙
之
『
新
輯
本
桓
譚
新
論
』
卷
七
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）。
前
條
に
つ
い

て
同
書
は
、『
太
平
御
覽
』
卷
二
引
く
『
桓
譚
新
論
』
に
よ
り
「
北
道
近
、
南
道
遠
」

と
す
る
が
、『
晉
書
』
天
文
志
上
に
「
北
方
道
遠
而
南
方
道
近
」
と
あ
る
の
と
一
致
し

な
い
。
能
田
忠
亮
『
東
洋
天
文
學
史
論
叢
』（
恆
星
社
、
一
九
四
三
年
、
三
〇
四
頁
）

は
、『
晉
書
』
の
方
が
「
意
義
よ
く
相
通
ず
る
」
と
言
う
が
、
今
は
兩
說
を
竝
記
す
る

に
と
ど
め
る
。

⑮　

こ
の
章
は
次
の
よ
う
に
、
渾
天
說
を
讚
え
蓋
天
說
を
批
判
す
る
。「
或
問
「
渾
天
」。

曰
「
落
下

營
之
、
鮮
于
妄
人
度
之
、
耿
中
丞
象
之
。
幾
乎
、
幾
乎
、
莫
之
能
違
也
。」

「
請
問
蓋
天
。」
曰
「
蓋
哉
、
蓋
哉
、
應
難
未
幾
也
」」（
重
黎
）。

⑯　
「
難
蓋
天
八
事
」
に
つ
い
て
は
、能
田
忠
亮
『
東
洋
天
文
學
史
論
叢
』（
前
出
）
が
詳

細
に
論
じ
て
い
る
の
で
參
照
さ
れ
た
い
（
三
〇
六
〜
三
一
二
頁
）。

⑰　

劉
韶
軍
『
太
玄
校
注
』（
華
中
師
範
大
學
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
も
、
引
用
し
た

瑩
篇
の
文
に
つ
い
て
「
天
圓
地
方
、
乃
古
代
蓋
天
說
之
觀
點
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

⑱　

川
原
秀
城
『
中
國
の
科
學
思
想
』（
前
出
、
二
〇
二
〜
二
〇
七
頁
）。

⑲　

川
原
秀
城
『
中
國
の
科
學
思
想
』
が
こ
の
句
に
つ
い
て
「
そ
の
顓
頊
曆
と
の
關
係
に

つ
い
て
は
、い
ま
だ
確
證
の
あ
る
解
釋
を
呈
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
「
亦
有

顓
頊
之
曆
焉
」
は
、太
玄
曆
が
顓
頊
曆
と
同
じ
く
歲
末
置
閏
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
を

示
す
可
能
性
が
高
い
こ
と
も
事
實
で
あ
ろ
う
」
と
言
う
の
が
唯
一
の
見
解
で
あ
る

（
三
一
六
頁
）。

⑳　
『
太
平
御
覽
』
卷
五
六
五
所
引
『
桓
譚
新
論
』
に
「
楊
子
雲
大
才
而
不
曉
音
」
と
あ

る
。

㉑　
「
太
玄
曆
」
は
宋
・
許
翰
が
傳
え
、
司
馬
光
『
太
玄
集
注
』
に
附
錄
さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
由
次
郞
『
太
玄
易
の
硏
究
』（
前
出
、
五
〇
〜
五
二
頁
）
の
配
當
は
、
宋
・
王
薦

「
太
玄
擬
卦
日
星
節
候
圖
」（『
太
玄
闡
祕
』
所
收
）
の
二
十
四
節
氣
の
配
當
に
基
づ
き
、

十
二
辰
と
と
も
に
當
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

㉒　

數
篇
で
は
九
天
に
つ
い
て
「
九
天
、
一
爲
中
天
、
二
爲
羡
天
、
三
爲
從
天
、
四
爲
更

天
、
五
爲
睟
天
、
六
爲
廓
天
、
七
爲
減
天
、
八
爲
沈
天
、
九
爲
成
天
」
と
述
べ
、
圖
篇

で
は
九
天
を
「
始
哉
、
中
・
羡
・
從
」「
中
哉
、
更
・
睟
・
廓
」「
終
哉
、
減
・
沈
・

成
」
と
三
類
に
分
け
て
陰
陽
消
息
を
說
く
。

㉓　

原
文
は
以
下
の
通
り
。「
始
哉
、「
中
」「
羡
」「
從
」。
百
卉
權
輿
、
乃
訊
感
天
。
雷

椎
𣣪
𥨎
、
輿
物
旁
震
。
寅
贊
柔
微
、
拔
拫
于
元
。
東
動
青
龍
、
光
離
于
淵
。
摧
上
萬

物
、
天
地
輿
新
。
中
哉
、「
更
」「
睟
」「
廓
」。
象
天
重
明
、
雷
風
炫
煥
、
與
物
時
行
。

陰
酋
西
北
、
陽
尙
東
南
。
內
雖
有
應
、
外
觝
亢
貞
。
龍
幹
于
天
、
長
類
無
疆
。
南
征
不

利
、
遇
崩
光
。
終
哉
、「
減
」「
沈
」「
成
」。
天
根
還
向
、
成
氣
收
精
。
閱
入
庶
物
、
咸

首
艱
鳴
。
深
合
黃
純
、
廣
含
群
生
。
泰
柄
雲
行
、
時
監
地
營
。
邪
謨
高
吸
、
乃
馴
神

靈
。
旁
該
終
始
、
天
地
人
功
、
咸
酋
貞
。」

㉔　

葉
子
奇
『
太
玄
本
旨
』
卷
九
・
圖
は
、
引
用
部
分
に
注
し
て
「
然
年
有
四
時
、
作
三

節
終
是
牽
强
費
力
」
と
述
べ
て
い
る
。

㉕　

筆
者
は
「
楊
雄
《
太
玄
》
的
寫
作
目
的
」（
前
出
）
の
「
七
、《
太
玄
》
與
占
筮
」
に

て
、後
世
『
太
玄
』
を
用
い
て
占
筮
を
行
な
っ
た
記
錄
は
ほ
と
ん
ど
傳
わ
っ
て
い
な
い

が
、『
太
玄
』
に
注
釋
を
施
し
た
者
の
少
な
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
は
『
太

玄
』
の
「
占
斷
の
際
に
混
亂
す
る
懸
念
が
あ
る
」
點
と
、「
多
數
の
原
理
を
盛
り
込
み

重
層
的
な
構
造
を
も
つ
」魅
力
が
後
世
に
於
い
て
顯
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
同
論
文
で
は
、
こ
う
し
た
點
か
ら
後
世
の
讀
者
は
、『
太
玄
』
の
占
筮
書
と
し
て
の

性
質
よ
り
も
、そ
の
文
章
や
內
容
（
重
層
的
で
複
雜
な
構
造
）
へ
の
關
心
が
高
か
っ
た

と
考
え
た
。

㉖　

原
文
は
「
麗
鉤

與
驂
蓐
收
兮
、
服
玄
冥
及
祝
融
（
鉤

を
麗な
ら

べ
蓐
收
を
驂

そ
へ
う
まに

し
、

玄
冥
及
び
祝
融
を
服
せ
し
む
）」（『
漢
書
』
揚
雄
傳
上
）。

㉗　
「
元
后
誄
」
に
つ
い
て
は
拙
論
「
楊
雄
「
元
后
誄
」
の
背
景
と
文
體
」（『
學
林
』

四
六
・
四
七
、
中
國
藝
文
硏
究
會
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。

㉘　

御
手
洗
勝
「
楊
雄
と
太
玄
」（『
支
那
學
硏
究
』
十
八
、
廣
島
支
那
學
會
、
一
九
五
七

年
、
二
六
頁
）
は
、『
太
玄
』
の
こ
う
し
た
五
行
の
取
り
込
み
方
を
「
數
を
媒
介
と
し

て
五
行
思
想
を
『
太
玄
』
に
導
入
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

㉙　

な
お
、
朱
伯
崑
『
易
學
哲
學
史
』（
前
出
）
は
、『
太
玄
』
が
休
王
說
を
說
く
の
は
京

房
易
傳
の
說
と
一
致
す
る
と
し
て
お
り
、
孟
喜
・
京
房
易
と
『
太
玄
』
の
繼
承
關
係
を

論
じ
て
い
る
（
第
二
編
三
章
一
節
三
、
孟
京
卦
氣
説
在
易
學
和
哲
學
中
的
地
位
）。

㉚　

一
例
と
し
て
「
三
八
木
」
の
部
分
の
み
、
原
文
を
以
下
に
示
し
て
お
く
。「
三
八
爲

木
、
爲
東
方
、
爲
春
、
日
甲
乙
、
辰
寅
卯
、
聲
角
、
色
靑
、
味
酸
、
臭
羶
、
形

信
、
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生
火
、
勝
土
、
時
生
、
藏
脾
、

志
、
性
仁
、
情
喜
、
事
貌
、
用
恭
、
撝
肅
、
徵
旱
、

帝
太
昊
、
神
勾

、
星
從
其
位
、
類
爲
鱗
、
爲
雷
、
爲
鼓
、
爲

聲
、
爲
新
、
爲
躁
、

爲
戶
、
爲
牖
、
爲
嗣
、
爲
承
、
爲
葉
、
爲
緖
、
爲
赦
、
爲
解
、
爲
多
子
、
爲
出
、
爲

予
、
爲
竹
、
爲
草
、
爲
果
、
爲
實
、
爲
魚
、
爲
疏
器
、
爲
規
、
爲
田
、
爲
木
工
、
爲

矛
、
爲
靑
怪
、
爲

、
爲
狂
。」

㉛　
『
太
玄
』
が
相
生
說
と
相
勝
說
を
と
も
に
取
り
入
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、島
邦
男
『
五

行
思
想
と
禮
記
月
令
の
硏
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
一
年
、
三
二
五
・
六
頁
）
は
、

告
篇
の
「
玄
一
德
而
作
五
生
、
一
刑
而
作
五
剋
、
五
生
不
相
殄
、
五
克
不
相
逆
。
不
相

殄
乃
能
相
繼
也
、
不
相
逆
乃
能
相
治
也
。
相
繼
則
父
子
之
道
也
、
相
治
則
君
臣
之
寶

也
」
を
引
き
、「
五
行
相
生
相
勝
說
に
於
け
る
相
生
と
相
勝
を
、
太
玄
の
一
德
一
刑
の

働
き
と
し
、
相
生
を
父
子
の
道
、
相
勝
を
君
臣
の
寶
と
し
て
居
り
、
董
仲
舒
の
陰
陽
刑

德
說
を
襲
ぎ
な
が
ら
、
相
勝
の
解
釋
を
改
め
て
ゐ
る
」
と
言
う
。

32　
『
太
玄
』
が
徵
に
擧
げ
る
旱
・
雨
・
熱
・
寒
・
風
は
、
洪
範
（
庶
徵
）
の
雨
・
暘
・

燠
・
寒
・
風
と
よ
く
通
じ
る
が
、
旱
と
熱
は
暘ひ
で
りと

燠
あ
た
た
か
さよ

り
改
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
鄭
萬
耕
『
太
玄
校
釋
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
は
、「
疑
其
將
此
二
者
誤
置
」

（
數
篇
「
三
八
爲
木
…
…
徴
旱
」
注
）
と
『
太
玄
』
の
旱
と
雨
の
順
は
錯
𥳑
の
可
能
性

が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

33　

た
と
え
ば
「
三
八
木
」
の
「
類
爲
鱗
、
爲
雷
、
爲
鼓
、
爲

聲
…
…
」
に
つ
い
て
司

馬
光
『
太
玄
集
注
』
は
、
三
八
の
甲
が
鱗
と
な
り
、
鱗
が
連
な
り
震
え
て
雷
と
な
り
、

鼓
と
な
り
、
大
音
（

聲
）
を
な
す
（
甲
象
爲
鱗
、
秩
秩
次
比
。
衆
盛
蓋
極
、
則
震
而

變
爲
雷
、
爲
鼓
、
爲

聲
）
と
說
く
が
、
こ
れ
は
各
類
の
つ
な
が
り
を
連
想
に
よ
っ
て

類
推
し
た
も
の
で
あ
る
。

34　

原
文
は
以
下
の
通
り
。「
御
史
大
夫
朱
博
爲
丞
相
、
少
府
趙
玄
爲
御
史
大
夫
、
臨
延

登
受
策
、
有
大
聲
如
鍾
鳴
、
殿
中
郞
吏
陛
者
皆
聞
焉
。
上
以
問
黃
門
侍
郞
揚
雄
・
李

尋
、
尋
對
曰
「
洪
範
所
謂
鼓
妖
者
也
。
…
…
宜
退
丞
相
・
御
史
、
以
應
天
變
。
…
…
」

揚
雄
亦
以
爲
鼓
妖
、
聽
失
之
象
也
。
朱
博
爲
人
彊
毅
多
權
謀
、
宜
將
不
宜
相
、
恐
有
凶

惡
亟
疾
之
怒
。
八
月
、
博
・
玄
坐
爲
姦
謀
、
博
自
殺
、
玄
減
死
論
。」

35　
『
漢
書
』
儒
林
傳
・
張
山
拊
に
「
張
山
拊
字
長
賓
、
平
陵
人
也
。
事
小
夏
侯
建
、
爲

博
士
、
論
石
渠
、
至
少
府
。
授
同
縣
李
尋
」
と
あ
り
、『
同
』
李
尋
傳
に
「
尋
獨
好
洪

範
災
異
、
又
學
天
文
月
令
陰
陽
」
と
あ
る
。

36　

鈴
木
由
次
郞
『
太
玄
易
の
硏
究
』
一
部
（
前
出
）、同
『
漢
易
硏
究
』
二
部
五
章
（
前

出
）、
堀
池
信
夫
『
漢
魏
思
想
史
硏
究
』
一
章
五
（
明
治
書
院
、
一
九
八
八
年
）、
鄭
萬

耕
『
揚
雄
及
其
太
玄
』
三
章
一
（
藍
燈
文
化
事
業
股
份
有
限
公
司
、
一
九
九
二
年
）、

川
原
秀
城
『
中
國
の
科
學
思
想
』
Ⅴ
（
前
出
）、辛
賢
『
漢
易
術
數
論
硏
究
』
四
章
（
汲

古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）、
劉
韶
軍
『
楊
雄
與
《
太
玄
》
硏
究
』
四
〜
六
章
（
人
民
出

版
社
、
二
〇
一
一
年
）、
解
麗
霞
『
揚
雄
與
漢
代
經
學
』
二
章
（
廣
東
人
民
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
）、
馮
樹
勳
『
揚
雄
的
範
式
硏
究
』
五
章
（
國
立
臺
灣
大
學
出
版
中
心
、

二
〇
一
五
年
）、
問
永
寧
『
太
玄
與
易
學
史
存
稿
』
八
二
〜
九
六
頁
（
商
務
印
書
館
、

二
〇
一
七
年
）
な
ど
。

37　

八
十
一
首
と
七
百
二
十
九
贊
の
關
係
に
つ
い
て
は
辛
賢
前
揭
書
に
詳
し
い
。

38　

司
馬
光
「
說
玄
」（『
太
玄
集
注
』
所
收
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

39　

鈴
木
由
次
郞
『
太
玄
易
の
硏
究
』
一
部
一
、
鄭
萬
耕
『
揚
雄
及
其
太
玄
』
三
章
三
、

解
麗
霞
『
揚
雄
與
漢
代
經
學
』
四
章
一
、
問
永
寧
『
太
玄
與
易
學
史
存
稿
』
八
二
〜

八
八
頁
（
い
ず
れ
も
前
出
）。

40　

嚴
遵
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』
王
貢
兩
龔
鮑
傳
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。「
君
平
卜
筮

於
成
都
市
…
…
楊
雄
少
時
從
遊
學
、
以
而
仕
京
師
顯
名
、
數
爲
朝
廷
在
位
賢
者
稱
君
平

德
。」
ま
た
『
華
陽
國
志
』
先
賢
士
女
總
讚
論
に
も
「
嚴
遵
…
…
常
卜
筮
於
市
、
假
蓍

龜
以
敎
」
と
蓍
龜
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
見
え
る
。

41　

王
應
麟
『
漢
藝
文
志
考
證
』
卷
九
・
蓍
龜
『
周
易
』
は
、
漢
志
・
數
術
略
・
蓍
龜
家

の
「『
周
易
』
三
十
八
卷
」
を
京
房
・
費
直
・
焦
贛
に
よ
る
『
易
林
』
の
類
と
考
え
て

い
る
。

42　

後
世
の
記
事
で
は
あ
る
が
、『
晉
書
』
に
「
星
氣
・
讖
緯
の
學
を
禁
ず
」（
武
帝
紀
）

と
あ
り
、
天
文
志
・
上
に
は
渾
天
儀
な
ど
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
と
は
言
え
、
代
々
史
官

が
密
か
に
守
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、學
者
と
い
え
ど
も
容
易
に
見
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
（
儀
象
之
設
、
其
來
遠
矣
。
緜
代
相
傳
、
史
官
禁
密
、
學
者
不
覩
）
と
記
さ
れ

て
い
る
。
誰
で
も
が
天
文
學
を
自
由
に
學
び
得
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

43　

以
下
に
原
文
を
示
し
て
お
く
。「
①
初
、
雄
年
四
十
餘
、
自
蜀
來
至
游
京
師
。
大
司

馬
車
騎
將
軍
王
音
奇
其
文
雅
、
召
以
爲
門
下
史
、
薦
雄
待
詔
。
歲
餘
奏
羽
獵
賦
、
除
爲

郞
、
給
事
黃
門
、
與
王
莽
・
劉
歆
竝
。
哀
帝
之
初
、
又
與
董
賢
同
官
。
當
成
・
哀
・
平

閒
、
莽
・
賢
皆
爲
三
公
、
權
傾
人
主
、
所
薦
莫
不
拔
擢
、
而
雄
三
世
不
徙
官
。
及
莽
篡

位
、
談
說
之
士
用
符
命
稱
功
德
獲
封
爵
者
甚
衆
、
雄
復
不
侯
、
以
耆
老
久
次
轉
爲
大

夫
。
恬
於
勢
利
乃
如
是
。
實
好
古
而
樂
道
、其
意
欲
求
文
章
成
名
於
後
世
。
②
以
爲
經



九
四

366

莫
大
於
『
易
』、
故
作
『
太
玄
』。
傳
莫
大
於
『
論
語
』、
作
『
法
言
』。
史
篇
莫
善
於

『
倉
頡
』、
作
『
訓
纂
』。
箴
莫
善
於
「
虞
箴
」、
作
「
州
箴
」。
賦
莫
深
於
「
離
騷
」、
反

而
廣
之
。
辭
莫
麗
於
相
如
、
作
四
賦
。
③
皆
斟
酌
其
本
、
相
與
放
依
而
馳
騁
云
。
用
心

於
內
、
不
求
於
外
、
於
時
人
皆
曶
之
。
唯
劉
歆
及
范
逡
敬
焉
、
而
桓
譚
以
爲
絕
倫
。」

44　
『
法
言
』
の
模
倣
に
つ
い
て
は
、「『
法
言
』
の
表
現
―
經
書
の
援
用
と
模
倣
」（『
學

林
』
三
六
・
三
七
、
中
國
藝
文
硏
究
會
、
二
〇
〇
三
年
）、「
反
離
騒
」
の
模
倣
に
つ
い

て
は
「
楊
雄
「
反
離
騷
」
を
讀
む
」（『
言
語
セ
ン
タ
ー
廣
報
』
十
九
、
小
樽
商
科
大

學
、
二
〇
一
一
年
）
に
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

45　
『
太
玄
』
と
『
易
』
の
關
係
に
つ
い
て
、川
原
秀
城
『
數
と
易
の
中
國
思
想
史
』（
勉

誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
、
三
一
・
三
二
頁
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「『
太
玄
』

以
下
の
術
數
書
は
『
易
』
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
が
、宋
易
の
よ
う
に
象
數
を
廢
し

て
義
理
を
の
べ
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
徹
底
し
て
象
數
に
拘
泥
す
る
。
す
な
わ
ち
、易

理
を
さ
さ
え
る
易
數
や
易
象
を
介
し
て
抽
象
的
な
數
槪
念
に
近
づ
き
、數
自
體
の
論
理

の
影
響
を
う
け
、
そ
れ
を
根
據
と
し
て
易
說
の
不
足
を
補
っ
て
い
る
。『
太
玄
』
の
三

進
の
シ
ス
テ
ム
や
『
潛
虛
』
の
五
進
法
が
そ
れ
で
あ
り
、『
太
玄
』
が
律
曆
節
候
（
太

初
曆
）に
附
會
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
數
の
論
理
も
易
の
シ
ス
テ
ム
に
啓

發
さ
れ
て
は
い
る
が
、
易
外
の
論
理
で
あ
り
、
數
理
の
援
用
に
も
と
づ
く
易
學
の
再
構

築
（
數
↓
易
）
の
性
格
が
き
わ
め
て
强
い
」。
ま
た
、
術
數
書
『
太
玄
』
と
、
長
篇
の

辭
賦
を
盛
ん
に
獻
上
し
て
い
た
宮
廷
の
辭
賦
作
家
楊
雄
と
の
接
點
に
つ
い
て
、「
楊
雄

《
太
玄
》
的
寫
作
目
的
」（
前
出
）
に
て
論
じ
た
こ
と
も
附
言
し
て
お
く
。

（
小
樽
商
科
大
學
教
授
）


